
秋の外国人叙勲 米山学友に旭日双光章
旭日双光章  頼

ラ イ

 明珠
ミ ン チ ュ

さん（1977-78／松戸ＲＣ） 
作家・村上春樹作品の中国語（繁体字）版翻訳者として、これまで 40 冊を

超える村上作品のほとんどを翻訳・出版。中華圏に広がる「村上春樹ブー

ム」の先導者として知られています。 

（写真:2012-13 年度ホームカミング招へい時） 

1. 2023 学年度奨学金申込み状況
10月 15日に締め切りを迎えた2023学年度の

ロータリー米山記念奨学金（学部・修士・博士

／地区奨励）には、指定校 569 校（地区を超え

た指定校の重複を含む。前年度 564 校）から

1,334 人（1,298 人）が推薦されました。 

被推薦者の国籍・地域は、中国 54.6％（54.2％）、

ベトナム 13.6％（13.8％）、韓国 9.0％（8.8％）、

インドネシア 2.9％（3.2％）、次いでマレーシ

ア、台湾、モンゴルの順となっています。 

課程別の応募状況は、博士課程 17.5％

（20.5％）、修士課程 34.2％（33.3％）、学部課

程 44.6％（43.1％）です。なお、大学以外の教

育機関を対象とする「地区奨励奨学金」には、

8 地区 17 校から計 34 人の応募がありました。

2. 米山学友が多数 衛星クラブが待望の結成認可伝達式
11 月 6 日、東京麹町ローターアクトクラブ、

東京麹町スターロータリー衛星クラブの結成

認可伝達式が都内ホテルにて開催されました。

同衛星クラブは、今年７月にチャーターナイト

を開催予定でしたが、急激なコロナの感染拡大

で延期を余儀なくされていました。感染状況を

見て、ようやく開催することができました。 

当日は、当会から相澤光春副理事長が出席し、

祝辞を述べました。龔
キョウ

雷
レイ

さん（2007-08／横浜

鶴峰ＲＣ）が初代議長（衛星クラブは会長と呼

ばず、議長と呼ぶ）を務める同衛星クラブには

8 人の米山学友が在籍しており、第 2 火曜日・

第 4 水曜日に例会を開催しています。 

3. よねやま親善大使が地区大会でスピーチ
11 月 6 日、国際ロー

タリー第 2520 地区の地

区大会が盛岡市内ホテ

ルにて開催され、よねや

ま親善大使のアドゥア

ヨム・アヘゴ・アクエテ

ビさん（2014-15／新発

田城南ＲＣ）が参加しました。同地区の米山奨

学生も出席した会場には、800 人を超える参加

者が集まりました。アヘゴさんは米山奨学生と

の懇親会に出席し、その後の本大会では清水努

地区米山奨学委員長の紹介で登壇。約 10 分間の

スピーチを行い、自身の義足師としての夢、米

山への感謝を述べました。 
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4. 寄付金速報 ― 米山月間へのご協力に感謝！ ―
10 月までの寄付金

は、前年同期と比べ

て 14.0％増（普通寄

付金:1.4％減、特別

寄付金:25.6％増）で、

約 7,090 万円の増加

となりました。単月

のみの比較では約680万円の減少となりました

が、9 月の大口寄付の影響もあり、累計額にお

いては増加の状態で推移しています。今回の米

山月間にご協力をいただきました皆さまに、心

より感謝申し上げます。今年も残り 2 か月を切

りました。引き続きご支援賜りますよう、よろ

しくお願いいたします。 

5. 「再会 in 関東」に向けチャリティー奉仕リレー
第 3 回米山学友による世界大会「再会 in 関

東」（2023 年 8 月 5～6 日開催）に向けて、関東

10 地区学友会による“チャリティー奉仕リレー”

がスタートしました。 

トップバッターとなった国際ロータリー第

2770地区米山記念奨学部門学友会は10月 2日、

岩槻駅前にて募金活動を主催し、「貧困に苦しむ

日本の子どもたちのための教育支援」を呼び掛

けました。当日は 8人のロータリアン、28 人の

米山奨学生・学友を含む、総勢 40 人が参加。募

金活動で集まったお金は、NPO 法人「Learning 

for All」へ寄付する予定です。  

募金活動後は、岩槻駅前から岩槻城址公園ま

での約 2km を歩きながら、落ちているゴミを拾

う「クリーンアップウォーキング」を行いまし

た。この奉仕活動は今回が通算 4 回目となり、

同地区内の浦和、与野、大宮、岩槻エリアにて

活動。今後は上尾や戸田まで範囲を広げていく

予定です。 

奉仕活動に参加した田
ジョン

 敏
ミン

さん（2009-10／越

谷南ＲＣ）は、「参加者全員で力を合わせて呼び

かけた結果、私たちの予想を上回る募金が集ま

りました。ご協力いただいた岩槻市民の皆さま

に、心より感謝いたします。今後は奨学生に対

して、奨学期間終了後も学友会にて活躍しても

らえるよう、人材育成や支援にも力を入れてま

いります」と述べました。

 

       普通寄付⾦ 申告⽤領収書の申請は 11 ⽉末まで︕ 

普通寄付⾦分の確定申告⽤領収証の申請期限は 11 ⽉ 30 ⽇です。当会ホームページのメニュー、 
寄付⾦について →  「普通寄付⾦︓申告⽤領収書の申請はこちら」からお⼿続きください。 

特別寄付⾦については来年 1 ⽉下旬、⾃動的にクラブ経由で送付されますので申請はご不要です。 

+ 14.0% 

前年同期比 

普 - 1.4% 特 + 25.6% 

岩槻駅前で募金活動を行う米山学友 

クリーンアップウォーキング後に集合写真 
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